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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、チョーサーの『カンタベリー物語』の２つの写本(Hengwrt MS=Hg, Ellesm
ere MS=El)とそれに対応する２つの刊本(Blake 1980, Benson 1987)、４つのテクストのパラレルコンコーダンスを作
成し、チョーサーの本文批評及び言語解析に貢献することである。既に作成済みの韻文テクストに加え散文テクストの
写本パラレルコンコーダンスを作成した。散文においても、写本の異同が観察された。否定表現に関し、２０１２年７
月、ポートランドで開催された新チョーサー学会で発表した。本研究は写本・刊本の電子化に基づき、チョーサーの言
語の新しい研究手法を提案している。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to make a parallel concordance between the two represe
ntative Manuscripts and the two representative editions of the Canterbury Tales, and conbribute to the tex
t criticism and analyses of Chaucer's work. The two manuscripts are Hengwrt MS (Hg) and Ellesmere MS (El) 
and the two editions are Blake (1980) based faithfully on Hg and Benson (1987) mainly based on El. The fou
r texts parallel concordance has not been made. In addition to the verse lines parallel concordance, the p
rose lines counterpart has been made. The scribe of the two manuscripts was regarded as the same (Adam Pin
khurst), however, it was found that he made many editorial revisions between them even about the prose. We
 investigated the variations of the negative forms not only of the verse lines but the prose, and made a p
resentation of our discoveries at the New Chaucer Society at Portland in July, 2012. Since our parallel co
ncordance is digitalzed, it is expected to create diverse research.   
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１．研究開始当初の背景 
G.チョーサーのテクスト研究は、近年のコ
ンピュータの発達により写本の電子化が推
し進められ、編集された刊本からオリジナル
に近い写本に焦点が当てられてきている。今
日でも研究・教育において刊本が使われてい
る現状に鑑みると、写本と刊本とはどこが類
似し、どこが相違しているのかを、体系的に
捉え、それぞれのテクストの編集方針を明確
にすることは意義のあることである。チョー
サーの代表的な作品である『カンタベリー物
語』(The  Canterbury Tales)を取り上げ、
チョーサーのオリジナルに最も近いとされ
る写本、Hengwrt 写本(Hg)とそれを起点に
編集しより完全なものへと仕上げた
Ellesmere 写本(El)、そしてそれぞれの写本
が対応する現代の刊本 Blake (1980)と
Benson (1987)、計４テクストを比較するこ
とは緊急課題であると考えた。４テクストの
コレーション・コンコーダンスを作成し、語
彙、統語、談話、韻律、方言等をコーパス言
語学の手法を取り入れながら、統計的に明ら
かにすることはチョーサーの本文批評に大
きく貢献するものと期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、G. チョーサーの『カン
タベリー物語』の２つの代表的な写本とそれ
に対応する２つの代表的な刊本を取り上げ、
４つのテクストのパラレルコンコーダンス
を作成し、チョーサーの本文批評に貢献する
ことである。２つの写本は、当該作品８０余
写本のうち最も注目されている、Hgと El、
２つの刊本は、Hgに依拠した N. Blake, ed. 
(1980) The Canterbury Tales, Edward 
Arnoldと Elに依拠した L. D. Benson, ed. 
(1987) The Riverside Chaucer, OUPを取り
上げた。４テクストの編集方針を明らかにし、
言語特徴の類似点と相違点を解明すること
を目指した。本研究ではこれまでの写本の韻
文テクストに対し散文テクストの処理を行
い、韻文・散文と合わせ、総合的に言語処理
できることを可能にした。 

 
３．研究の方法 
上記の研究目的を達成するために、下記
の手順で研究を進めた。 
(1) Hg は、『カンタベリー物語』において、
最も古いとされる写本で、オリジナルに
最も近いと考えられている。２００４年
に Linne Mooney 氏により当該写字生は、
Adam Pinkhurst であると同定された。El
は約１０年後、パレオグラフィカルなデ
ータから、同じ写字生(Adam Pinkhurst)
によって作成されたものと考えられて
いる。El は様々なレベルで改編され、最
も完成度が高く、従来多くの刊本のベー
スにされてきた。Blake (1980)は Hg に
忠実に従ってはいるが、スペリング等で
は編集が施されている。Benson (1987)

は、原則 El に基づいているものの、時
に Hg を含め他の写本を取り入れて編集
している。４つのテクストのパラレルコ
ンコーダンスは、その重要度にも拘わら
ず今尚未完成である。本研究では、写本
と刊本の異同をコンピュータ処理し、写
字生及び刊本の編者の編集方法の類似
点と相違点を明確にし、かくして学会に
対して有益な資料を提供できると考え
る。 

(2) 平成２３年度は『カンタベリー物語』Hg、
Elの散文の処理に関して、特殊文字の対
応処理を行い、平成２４年度は、散文に
つき２テクストのパラレルコンコーダン
スを作成した。平成２４年度は、散文デ
ータを含め、特に否定表現について、写
本と刊本のテクスト比較を７月にポート
ランドで開催された新チョーサー学会で
発表した。平成２５年度は、散文テクス
トの精緻化を行うと共に、他の言語特徴
の計量的・統計的解析をし、それぞれの
テクストの特性と関係性を明らかにした。
この研究成果の一部は、平成２６年７月
にアイスランド、Reykjavikで開催される
新チョーサー学会で発表することが決ま
っている。 

(3) 本研究は、チョーサー及び中英語テクス
トに関して、写本まで含めた電子コーパ
ス化という国際的研究動向に対応して
いる。Hg, Elの CD版テクストが、The 
Canterbury Tales Project (Estelle 
Stubbs の編集)より 2000 年に出た。こ
のCD版は写本のパラレルコンコーダン
ス作成に使用した。 
コンピュータ及びプリンター機器は、
高速に多量なデータを処理できる最新
のものを準備した。データ処理は、研究
分担者川野幸徳氏及び統計学が専門の
佐藤健一氏（広島大学）協力によって実
行した。 
写本・刊本を含めたパラレルコンコー
ダンス作成については、Terry Hoad 教
授（Oxford大学）、Estelle Stubbs博士
（Sheffield大学）、Peter Robinson教授
(Saskatchewan 大学)の助言を得ながら
進めた。 
２写本及び２刊本のデータの解析は
中尾と地村彰之氏が行った。言語資料及
びその解釈を随時公刊して世界の研究
者の利用に資する予定である。 

 
４．研究成果 

コンピュータを利用し、『カンタベリー
物語』のHgとElに関して、散文作品を含め
た全ての作品のコレーション・コンコーダ
ンスを作成した。また２つの刊本について
その電子化を完成させた。平成２４年７月
にポートランドで開催された第１８回新
チョーサー学会で、平成２３年度～２４年
度の研究成果の一部（否定表現の写本及び



刊本の比較）を発表した。Peter Robinson
教授から特にHg写本に関して貴重な助言
を得た。平成２４年１２月に開催された、
日本中世英語英文学会全国大会（広島大
学）では、単音節形容詞のfinal –eのHgと
Elの編集態度の違いを発表した。これは
Nakao (2014)で発行が決定している。イタ
リア、シエナで開催された第１７回新チョ
ーサー学会で発表した原稿は論文化し、中
尾・地村(2014)で発行が決定している。ま
た  平成２６年7月にアイスランドで開催
される第１９回新チョーサー学会で、平成
２５年度の研究成果の一部（写本と刊本の
距離および言語項目の統計的分類）を発表
することが決まっている。散文作品である
MelibeeとParson’s Taleについて、２写本
の電子化の作業を終え、韻文作品と比較対
応することが可能になった。刊本とも対応
させ、４テクスト間のより精緻な研究体制
が整ったことは大きい。 
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